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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成24年6月21日(2012.6.21)

【公表番号】特表2011-521950(P2011-521950A)
【公表日】平成23年7月28日(2011.7.28)
【年通号数】公開・登録公報2011-030
【出願番号】特願2011-511707(P2011-511707)
【国際特許分類】
   Ａ０１Ｎ  59/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ   2/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ   2/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ   2/20     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ   9/01     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ   1/50     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ   1/76     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   3/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  25/08     (2006.01)
   Ｃ０１Ｂ  11/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｎ  59/00    　　　Ａ
   Ｂ０１Ｊ  20/18    　　　Ｂ
   Ａ６１Ｌ   2/16    　　　Ｚ
   Ａ６１Ｌ   2/18    　　　　
   Ａ６１Ｌ   2/20    　　　Ｇ
   Ａ６１Ｌ   9/01    　　　Ｆ
   Ｃ０２Ｆ   1/50    ５１０Ａ
   Ｃ０２Ｆ   1/50    ５２０Ｂ
   Ｃ０２Ｆ   1/50    ５２０Ｌ
   Ｃ０２Ｆ   1/50    ５２０Ｐ
   Ｃ０２Ｆ   1/50    ５３１Ｍ
   Ｃ０２Ｆ   1/50    ５４０Ｆ
   Ｃ０２Ｆ   1/76    　　　Ａ
   Ａ０１Ｐ   3/00    　　　　
   Ａ０１Ｎ  25/08    　　　　
   Ｃ０１Ｂ  11/02    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成24年5月1日(2012.5.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゼオライトに吸着された二酸化塩素を含む液体を有する、組成物。
【請求項２】
　前記ゼオライトは、疎水性である、請求項１に記載の組成物。
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【請求項３】
　前記ゼオライトは、親水性である、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記ゼオライトは、酸を用いた前処理が施されている、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記二酸化塩素は、前記ゼオライトに、吸着処理後の前記ゼオライト重量に対して５重
量％より大きい量となるように吸着される、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　前記二酸化塩素は、前記ゼオライトに、吸着処理後の前記ゼオライト重量に対して１０
重量％より大きい量となるように吸着される、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　前記二酸化塩素は、前記ゼオライトからの抽出を介して復元可能であって、吸着処理後
の前記ゼオライト重量に対して５重量％より大きい量の前記二酸化塩素が、復元可能であ
る、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　前記二酸化塩素は、前記ゼオライトからの抽出を介して復元可能であって、吸着処理後
の前記ゼオライト重量に対して７重量％より大きい量の前記二酸化塩素が、復元可能であ
る、請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　前記二酸化塩素は、前記ゼオライトからの抽出を介して復元可能であって、吸着処理後
の前記ゼオライト重量に対して１０重量％より大きい量の前記二酸化塩素が、復元可能で
ある、請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記二酸化塩素は、前記ゼオライトへ、吸着処理後の前記ゼオライト重量に対して２重
量％より大きい量となるように吸着される、請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記二酸化塩素は、前記ゼオライトへ、吸着処理後の前記ゼオライト重量に対して７重
量％より大きい量となるように吸着される、請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
　ゼオライトに吸着された二酸化塩素を含む液体を有する組成物を生成する工程を備える
、方法。
【請求項１３】
　前記ゼオライトは、疎水性である、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ゼオライトは、親水性である、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記組成物を生成する工程の前に、前記二酸化塩素を含むガス蒸気を乾燥させる工程を
さらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　前記組成物を生成する工程の前に、前記ゼオライトを乾燥させる工程をさらに備える、
請求項１２に記載の方法。
【請求項１７】
　前記二酸化塩素に圧力を加える工程をさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１８】
　前記二酸化塩素を前記ゼオライトに吸着する工程をさらに備える、請求項１２に記載の
方法。
【請求項１９】
　前記液体は、非水性である、請求項１２に記載の方法。
【請求項２０】
　前記液体は、水性である、請求項１２に記載の方法。
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【請求項２１】
　前記二酸化塩素は、前記ゼオライトに、前記二酸化塩素を含むガス蒸気から吸着される
、請求項１２に記載の方法。
【請求項２２】
　前記二酸化塩素は、前記液体に前記二酸化塩素が含まれている間に、前記ゼオライトと
接触される、請求項１２に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ゼオライトは、前記液体と接触されるとき、乾燥状態となっている、請求項１２に
記載の方法。
【請求項２４】
　前記ゼオライトは、前記液体に含まれる前記二酸化塩素と接触されるとき、乾燥状態と
なっている、請求項１２に記載の方法。
【請求項２５】
　前記ゼオライトから前記二酸化塩素の少なくとも一部を抽出する工程をさらに備える、
請求項１２に記載の方法。


	header
	written-amendment

